
地域課

担当課
【所管部会】

事業概要 R４年度実施実績
R５年度実施実績

及び途中経過
事業への区民参画

（状況・実績）
事業に対する担当課の評価
及び来年度の取り組み方針

令和５年度　特色ある区づくり予算（区役所企画事業）の評価について

事業名
（事業開始年度）

【予算額】

工場夜景バスツアー

（事業開始年度）
H28～

【R5予算額】
1,000千円

地域課

【第3部会】

【事業目的】
　区内外の企業や工場の見学を取
り入れた工場夜景バスツアーの実
施を通して、「産業のまち」としての
東区の魅力の再発見と区民の誇り
作りに取り組む。

【事業内容】
・工場夜景バスツアーの実施

・工場夜景バスツアー（全3回、各回
定員40人）

①令和4年10月1日（土）
参加者：37人※辞退者あり（応募
316人　7.9倍）
見学先：中日本航空㈱、新潟空港な
ど

②令和4年10月18日（火）
参加者：40人
（応募67人　1.6倍）
見学先：燕喜館（古町芸妓の舞観
賞）、旧斎藤家別邸など

③令和4年10月28日（金）
参加者:38人※辞退者あり
（応募55人　1.3倍）
見学先：㈱博進堂（印刷会社）、アロ
マハート（アロマジェルディフュー
ザー作り体験）など

○市報にいがた、区だよりで募集

・工場夜景バスツアー（全3回、各回
定員40人）

①令和5年10月13日（金）
応募42人　1.05倍
見学先：㈱丸山車体製作所、東消
防署、こうじ水作り体験など

②令和5年10月16日（月）
応募62人　1.55倍
見学先：新潟県消防防災航空隊、
（株）博進堂など

③令和5年11月7日（火）
応募185人　4.62倍
見学先：燕喜館（古町芸妓の舞観
賞）、旧斎藤家別邸など

＜実績＞
工場夜景バスツアー
（定員40人）

○令和3年度　4回実施
　229人応募（1.9倍）
　※1、2回は受け入れ先との調整に
より定員20人で実施

○令和2年度　4回実施
　　261人応募（2.18倍）
※1、2回はコロナにより定員20人で
実施

○令和元年度　4回実施
　　926人応募（5.8倍）

○平成30年度　3回実施
　　665人応募（5.5倍）

○平成29年度　2回実施
　　692人応募（9.2倍）

○平成28年度　4回実施
　　2,279人応募（14.2倍）

【評価】
①事業内容の妥当性
　東区の工場夜景を核とした事業を展開することによ
り、観光資源の少ない東区の新たな観光資源として認
知度が向上し、区民の誇りや愛着の醸成、交流人口
の拡大に寄与している。
②事業の効率性と費用対効果
　事業については、プロポーザルにより選定された事
業者に委託して実施している。
　参加費は1人当たり5,000円としており、総事業費の
概ね4割程度を参加費から支出している。一般的なバ
スツアーより参加費が割安となっていること、通常の
旅行会社の企画では行けないような公共的施設を見
学できることが人気となっていると思われる。
③協働の視点
　東区内の企業等に見学先として協力してもらうことを
きっかけに、産業観光への理解や、産学官連携など
他事業への協力にもつながっている。
④今後の事業展望
　民間のバスツアーでは見学できない公共的施設を
見学できるという特徴を生かしながら、他区との連携も
視野に入れつつ、東区民の誇りや愛着の醸成と交流
人口の拡大に向けて、継続実施していく。

【来年度方針】
拡充
　応募が多かったコースを1回増やして4回実施するこ
ととし、「新潟県消防防災航空隊」や「航空自衛隊新潟
分屯基地」といった公共的施設を見学できるという特
徴を活かした内容として実施する。

【必要予算額】
2,000千円

資料2－2



地域課・区民生活課・建設課

担当課
【所管部会】

事業概要 R４年度実施実績
R５年度実施実績

及び途中経過
事業への区民参画

（状況・実績）
事業に対する担当課の評価
及び来年度の取り組み方針

令和５年度　特色ある区づくり予算（区役所企画事業）の評価について

事業名
（事業開始年度）

【予算額】

地域と水辺と共生プロ
ジェクト

（事業開始年度）
R2～（※）

（※令和2年度から
「じゅんさい池未来プ
ロジェクト」として継
続的に実施。令和5年
度より事業名を「地域
と水辺と共生プロジェ
クト」に変更。）

【R5予算額】
 4,500千円
　　└地域課
　　　　1,500千円
　　└区民生活課
　　　　2,000千円
　　└建設課
　　　　1,000千円

地域課
区民生活課
建設課

【第3部会】

【事業目的】
「じゅんさい池みらいプラン」に基づく
活動を継続するとともに、通船川な
どを含めた東区の水辺環境の魅力
について、地域と連携しながら発信
することで、地域への愛着の醸成や
にぎわいの創出を図る。
また、「じゅんさい池みらいプラン」に
基づき池の自然環境保全活動を行
う。
　

【事業内容】
■地域課分
・じゅんさい池・水辺環境等の魅力
発信
・じゅんさい池フォーラム＆まち歩き

■区民生活課分
　自然環境保全活動

■建設課分
　事業目的に寄与する公園施設の
設置や改良

■地域課分
1 魅力発信
・子ども向けじゅんさい池リーフレッ
トの配布（小学校5校、中学校8校）
・じゅんさい池ナイトウオーク（8月26
日（金））
・総合学習支援(小学校1校、中学校
2校)
・イオンチアーズクラブ自然観察会
支援
・動く市政教室ガイド
　日時：令和4年4月14日（木）
・東区PR動画の作成（東区まちづく
り・ひとづくりプロジェクトの中で実
施）

2 じゅんさい池オンサイトセミナー
　日時：令和4年11月3日（木・祝）
　内容：専門家による講演会及び現
地学習会
　参加者数：46人

3 活動母体の基盤づくり
・関係者ミーティングの開催（8月3日
（水））

■区民生活課分
4　自然環境保全活動
・西池の園芸スイレン及びヨシ等の
刈取り
　日時：令和4年10月2日（日）
　参加者数：95人（地域・企業ボラン
ティア・市民ボランティア・区職員・業
者）
・外来種カメの駆除
　（東池・西池）
　日時：令和4年6月17日（金）～10
月3日（月）
　捕獲：ミシシッピアカミミガメ6匹（東
池）

■建設課分
・関係課の取組に協力。

■地域課分
1 魅力発信
・広報用動画の活用
・じゅんさい池ナイトウオーク
　日時：8月9日（水）19：30～21：00
　内容：ガイドによる生き物の生態
解説等
・総合学習支援（小学校1校、高校2
校、大学1校）
　内容：広報用動画の放映、スライド
資料を用いた説明等

2 じゅんさい池オンサイトセミナー
　日時：11月3日（金・祝）13：00～
16：10
　内容：専門家等による講演会及び
現地学習会

3 活動母体の基盤づくり
・保全活動・交流活動の運営体制構
築に向けた検討会
　日時：6月12日（月）14：00～15：00

■区民生活課分
4 自然環境保全活動自然環境保全
活動
・池の園芸スイレン及び水際のヨシ
等の刈取り
　＜西池＞
　日時：令和5年10月1日
　※悪天候のため中止
・外来種カメの駆除
  日時：令和5年6月28日（水）～10
月6日（金）
　捕獲数：0匹

■建設課分
・公園内に案内サインを2基設置予
定。

■地域課分
・総合学習支援（県立大学、東高
校、北高校、東山の下小学校)　595
人
・じゅんさい池ナイトウオーク
　参加者数：親子8組20人
（大人11名、子ども9名）
・じゅんさい池オンサイトセミナー
　参加者数：30人（予定）
・活動母体の基盤づくり
　地域住民、区内事業者によるミー
ティングを開催

■区民生活課分
・自然環境保全活動
　じゅんさい池の自然環境保全作業
予定者：90人（地域・企業ボランティ
ア・市民ボランティア・区職員・業者）
事前確認済数
※悪天候のため中止

【評価】
①事業内容の妥当性
　策定した「じゅんさい池みらいプラン」に基づき、魅力
発信や自然環境保全活動を実施することは、地域の
誇りづくりや活性化に有効であると考える。
②事業の効率性と費用対効果
　総合学習の時間を活用し、多くの学生にじゅんさい
池の魅力を発信している。
③協働の視点
　地域住民と共に、活動母体の基盤づくりの支援や、
池の保全活動を行っている。
④今後の事業展望
　じゅんさい池については、ラムサール条約湿地自治
体認証に寄与できるような内容を検討実施し、じゅんさ
い池以外の水辺環境については、関係課とも連携しな
がら内容を検討実施していきたい。

【来年度方針】
 拡充
■地域課分（3,300千円）
　引き続き「じゅんさい池みらいプラン」に基づく活動及
び東区の水辺環境の魅力について、地域と連携しな
がら発信することで、地域への愛着の醸成やにぎわい
の創出を図る。

■区民生活課（2,000千円）
　自然環境保全活動に関して、地域と連携しながら引
き続き実施していく。

■建設課（3,000千円）
　じゅんさい池公園の回遊性と魅力向上のため、案内
サインの設置のほか、女子トイレの洋式化、トイレの
壁面塗装を行う。

【必要予算額】
8,300千円



地域課

担当課
【所管部会】

事業概要 R４年度実施実績
R５年度実施実績

及び途中経過
事業への区民参画

（状況・実績）
事業に対する担当課の評価
及び来年度の取り組み方針

【評価】
　演劇公演のオーディションや作品展示などで区
民が文化活動に参加し、鑑賞する機会を提供でき
るほか、東区の歴史の普及啓発につながってい
る。
　
【来年度方針】
継続
　区民に文化鑑賞と活動団体の発表の機会を提供
することで、東区のまんなかである区役所庁舎か
ら文化を発信するとともに、にぎわいの創出と地
域の活性化を引き続き図っていく。
　東区まんなか文化祭は、発表の機会が少ない中
学生の作品展示を中心に、R5年度と同様に来年度
も実施する。
　県立大学生と連携したクリスマスツリーや書道
作品の展示は継続して実施する。
　東区ギャラリーはR5年度と同様に通年で実施す
る。
　歴史普及啓発事業は、引き続き公民館事業と協
力・連携しながら実施する。

【必要予算額】
　3,200千円
　・東区市民劇団演劇公演事業
　　（1,500千円）
　・東区文化活動サポート事業
　　（1,000千円）
　　（中学生文化部発表、体育祭応援パネ
　　　ル展示などの文化祭実施の委託料、
　　　クリスマスツリー設置、書道展示、
　　　東区ギャラリー）
　・歴史普及啓発事業（700千円）

令和５年度　特色ある区づくり予算（区役所企画事業）の評価について

事業名
（事業開始年度）

【予算額】

東区歴史文化
プロジェクト

（事業開始年度）
H24～（※）

※平成24年度から「東
区まんなか文化プロ
ジェクト」として継続
的に実施。令和3年度
より事業名を「東区歴
史文化プロジェクト」
に変更。

【R5予算額】
　3,000千円

地域課

【第2部会】

【事業目的】
　東区市民劇団による演劇公演
や、区内を中心に活動している個
人・団体の作品展示、区内中学校
文化部の活動発表などを通じ、東
区のまんなかである区役所庁舎か
ら文化を発信するとともに、東区
の歴史の普及啓発に取り組むこと
で、にぎわいの創出と地域の活性
化を図る。

【事業内容】
1 東区市民劇団演劇公演事業
　東区を中心に活動している市民
劇団「座・未来」による演劇公演
を東区プラザで行う。

2 東区文化活動サポート事業
　区内を中心に活動している個
人・団体（区内中学校の文化部を
含む）による作品展示などの文化
活動を支援する。
　また、区役所南口のエントラン
スホールや東区プラザを活用した
「にぎわい」の創出に取り組む。

3 歴史普及啓発事業
　公民館事業と協力・連携しなが
ら実施する。

1 東区市民劇団演劇公演事業
　公演「夜明け前～亀田郷1945
～」
　開催日：令和5年2月4日(土)～5
日(日)※2回公演
　会場：江南区文化会館
　　　　ホール（定員350人）
※東区プラザホール天井改修工事
のため

2 東区文化活動サポート事業
（1）東区まんなか文化祭
　開催日：11月2日(水)～14日
（月）
会場：
　■中学生作品
　東区役所1階南口エントランス
　吹抜部分：体育祭応援パネル
　2階：文化部作品展示
　■一般公募
　3階フリースペース
（2）県立大学生によるクリスマ
スツリーの装飾・展示
　期間：12月2日（金）
　　　　～12月25日（日）
　会場：東区プラザ2階中央フロ
ア
（3）県立大生書道サークル
　 　作品展示
　期間：1月5日（木）～31日
（火）
　会場：東区役所１階南口
　　　　エントランスホール

3　歴史普及啓発事業
　　※中地区公民館との共催
（1）東区歴史文化まち歩き
　　（大形地区）
　開催日：10月2日（日）
　参加者数：20人
（2）歴史講演会
　題目：木戸・牡丹山地域の
　　　　成り立ち
　開催日：11月19日（土）
　会場：東区プラザ
　参加者数：43人
 (3)歴史団体等との情報交換会
　開催日：5月10日（火）、
　　　　　11月28日（月）

1 東区市民劇団演劇公演事業
　公演「（仮）希望の唄～じゅん
さい池とピッカリ城」／開催日：
令和6年2月10日(土)～11日(日)※
3回公演／会場：東区プラザホー
ル（定員250人）

2 東区文化活動サポート事業
（1）東区まんなか文化祭
　開催日：11月2日(木)～15日
（水）／会場：①東区役所1階南
口エントランス吹抜部分：中学校
体育祭応援パネル／②東区プラザ
2階中央フロア：中学校・高校文
化部作品展示
（2）県立大学生によるクリスマ
スツリーの装飾・展示／期間：11
月25日（土）～12月25日（月）予
定／会場：東区プラザ2階中央フ
ロア
（3）県立大生書道サークル作品
展示／期間：1月5日（木）～31日
（水）（予定）
　会場：区役所南口エントランス
ホール
（4）東区ギャラリー
会場：東区役所１階会議室壁面
期間：令和５年９月～令和６年３
月まで、１か月ごとに展示を行う
個人または団体を申込者から抽選
により決定。

3 歴史普及啓発事業
　 ※中地区公民館との共催
（1）東区歴史文化まち歩き
　　（中地区）
　開催日：6月3日（土）
　参加者数：23人
　　（大形地区）
　開催日：9月30日（土）
　参加者数：19人
（2）歴史団体等との歴史マップ
作成へ向けた情報交換会
　開催日：5月24日（水）、7月4
日（火）、8月29日（火）、9月29
日（金）

1 東区市民劇団演劇公演事業
・令和4年度出演者：38人

2 東区文化活動サポート事業
・令和4年度東区まんなか文化祭
応募数
○一般　個人：10人
　　　　団体：3団体
○区内中学校美術部作品展示：東
新潟、山の下、石山、木戸中学校
の4校
○体育祭応援パネル展示：東新
潟、山の下、石山、藤見、木戸、
東石山中学校の6校

3　歴史普及啓発事業
○東区歴史文化まち歩き参加者
数：42人
○区内歴史団体等（下山郷土史研
究会、中地区地域楽、大形ちいき
学会、木戸・牡丹山地域、石山地
域)



区民生活課

担当課
【所管部会】

事業概要 R４年度実施実績
R５年度実施実績

及び途中経過
事業への区民参画

（状況・実績）
事業に対する担当課の評価
及び来年度の取り組み方針

令和５年度　特色ある区づくり予算（区役所企画事業）の評価について

事業名
（事業開始年度）

【予算額】

美しい東区環境づくり事
業

（事業開始年度）
H31～

【R5予算額】
1,000千円

区民生活課

【第3部会】

【事業目的】
　区ビジョンまちづくり計画に掲げた
「ごみのない美しいまちづくり」を推
進するため、まちの美化や環境保
全意識の向上を図る取組により「ク
リーン東区」のイメージ定着を図る。

【事業内容】
１　東区クリーン大作戦
　コミュニティ協議会単位で区民総
出による一斉清掃を実施する。

２　ボランティア清掃の支援
　自治会、町内会、その他の団体が
通年実施する地域清掃活動につい
て支援を行う。

１　東区クリーン大作戦
・東区内のコミュニティ協議会が7月
16日～10月30日に実施。
一斉清掃には延べ4,901人が参加。
・ごみの回収量
　　燃やすごみ7.0トン
　　燃やさないごみ 0.1トン
　　粗大ごみ 0点

２　ボランティア清掃の支援
・団体数　310団体
・参加者数　23,142人

１　東区クリーン大作戦
　今年度の東区クリーン大作戦は、
12地域コミュニティ協議会で実施。
　合計6,364人の参加があった。
・ごみの回収量
　燃やすごみ 6.7トン
　燃やさないごみ 0.08トン
　粗大ごみ 0点

２　ボランティア清掃の支援
ボランティア清掃は10月末現在で
300団体の計画を受付。

１　東区クリーン大作戦実績
H19年度　参加者 1,040人
H20年度　参加者 2,789人
H21年度　参加者 4,455人
H22年度　参加者 3,791人
H23年度　参加者 4,459人
H24年度　参加者 4,973人
H25年度　参加者 5,953人
H26年度　参加者 6,502人
H27年度　参加者 6,735人
H28年度　参加者 6,830人
H29年度　参加者 6,418人
H30年度　参加者 5,686人
H31年度  参加者 6,754人
R2年度    参加者 5,228人
R3年度    参加者 5,347人
R4年度　  参加者 4,901人
R5年度　  参加者 6,364人

【評価】
　東区クリーン大作戦は各コミュニティ協議会が中心と
なって、地域の一斉清掃を行う取組が定着し、まちの
美化とともに環境保全意識の向上が図られている。ま
た、ボランティア清掃の取組促進と併せて、「クリーン
東区」のイメージ定着が図られた。

【来年度の方針】
継続
１ 東区クリーン大作戦
２ ボランティア清掃の支援
３ 不法投棄・違反ごみの抑制
　ごみに関する啓発看板を作成し、要望のある自治会
等へ配布する取組を行う。
　①不法投棄防止看板の作製及び配布
　②ごみ集積場の違反ごみ抑制看板の作製及び配布

【必要予算額】
1,000千円



建設課

担当課
【所管部会】

事業概要 R４年度実施実績
R５年度実施実績

及び途中経過
事業への区民参画

（状況・実績）
事業に対する担当課の評価
及び来年度の取り組み方針

令和５年度　特色ある区づくり予算（区役所企画事業）の評価について

事業名
（事業開始年度）

【予算額】

にぎわいのみなとまちづ
くりプロジェクト

（事業開始年度）
R4～

【R5予算額】
3,500千円

建設課

【第3部会】

【事業目的】
広域交流拠点である「新潟西港」周
辺の魅力や歴史、文化などを発信
し、賑わい創出につながるイベント
等を実施する。また、「新潟西港」が
持つ拠点性や航路等でつながる地
域との連携を活かした取組も進め
る。

【事業内容】
・地元まちづくり団体「山の下まちづ
くりセンター」を中心に、地元商店会
や関連企業などと協力体制を組み
ながら、イベントの企画運営を進め
る。

・新潟西港の特色や拠点性を活か
したイベントの開催。（飲食、物販）

山の下地区の活性化、賑わい創出
に向け、新潟西港周辺でイベントを
2回開催

【イベント】
光と船のきらめき！山の下夜遊びラ
ンド
（8月26日、27日 開催）
・みなとランド、みなとタワーの利用
時間延長
・飲食店の出店
・ライトアップ、ワークショップ等の実
施
〈参加者数〉
　約7,000人（2日間　推計）
  26日：約5,000人
　27日：約2,000人

山の下ハロウィンパーティー
（10月29日 開催）
・ステージイベント
・飲食店の出店
・仮装やコスプレ
・スタンプラリー
・参加型アート
・ライトアップ、ハロウィン装飾等の
実施
〈参加者数〉
　約3,000人（推計）

山の下地区の活性化、賑わい創出
に向け、新潟西港周辺でイベントを
2回開催

【イベント】
光と船のきらめき！山の下夜遊びラ
ンド
（8月27日、28日 開催）
・みなとランド、みなとタワーの利用
時間延長
・飲食店の出店
・ライトアップ、ワークショップ等の実
施
〈参加者数〉
　約9,000人（2日間　推計）
  27日：約6,000人
　28日：約3,000人

山の下ハロウィンパーティー
（10月28日 開催）
・ステージイベント
・飲食店の出店
・仮装やコスプレ
・スタンプラリー
・参加型アート
・ライトアップ、ハロウィン装飾等の
実施
〈参加者数〉
　約1,000人（推計）
※雨天のため内容を変更し開催

イベントの実施にあたり、地元まち
づくり団体やコミュニティ協議会、企
業等で構成する実行委員会を立ち
上げ、企画や運営をおこなった。
イベント当日の交通誘導や警備を、
地元自治会より積極的に担ってい
ただいた。

山の下地区活性化まちづくり実行委
員会
【構　成】
　山の下まちづくりセンター
　山の下地区ｺﾐｭﾆﾃｨ協議会
　桃山校区ｺﾐｭﾆﾃｨ協議会
　地元まちづくり団体
　地元企業
　東区役所

【評価】
①事業内容の妥当性
　新潟西港の新たな魅力として、「みなとの夜景」と地
域の活性化を前面に出すイベントを実施し、東区及び
山の下地区を代表するイベントになりえるほどの盛り
上がりとなった。
②事業の効率性と費用対効果
　多くの来場者からイベントを楽しんでいただき、賑わ
いの空間として活用することが出来た。
③協働の視点
　イベントの実施にあたり、山の下まちづくりセンターを
中心とした実行委員会を組織しており、また、事業予
算については、まちづくりセンターと区が負担金として
支出している。
④今後の事業展望
　産業のまち東区、港町である山の下地区を代表する
イベントとして定着させ、地域の新たな魅力創出や活
性化につなげていく。

【来年度方針】
 継続
　東区及び山の下地区を代表するイベントとして、知
名度向上や定着に努め、引き続き開催する。

【必要予算額】
3,000千円


